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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月21日(2015.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセルペダルにより制御される自動車の内燃機関を備えたパワートレインに設けられ
ている変速機の、変速機入力軸と変速機出力軸との間に配置されている２つのギア間にお
けるシフトプロセスを、目下係合しているギアと、新たに係合させられるギアとの間のシ
フト経路に沿って、同期装置の同期閾値を克服しつつ、変速機アクチュエータによって、
予め設定される同期力により移動させられるシフトエレメントを介して制御する方法であ
って、
　前記同期力を、前記変速機入力軸と、前記変速機出力軸との間の回転数差勾配の、目標
値からの偏差に基づいて調節することを特徴とする、シフトプロセスを制御する方法。
【請求項２】
　前記目標値を、アクセルペダルのアクセルペダル値と、新たに係合させられるギアの目
標回転数及び目下の回転数から、ギア間の変速比の差を考慮して算出された一方の変速機
軸の回転数差と、に少なくとも基づいて算出することを特徴とする、請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　前記目標値を、前記自動車の現在調節されているドライブモードに基づいて算出するこ
とを特徴とする、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記回転数差勾配を前記シフトプロセス中に、継続して更新することを特徴とする、請
求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
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　前記回転数差を、シフトプロセスの同期段階の開始時に算出することを特徴とする、請
求項２記載の方法。
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